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病院は ，複 数 の 職 種 か ら 構 成 され る 組織で ある ．そ の ため， 医療 の質 を 向上さ

せるた めに は ， 組 織 で 質 保 証 の 活 動 に取り 組む 必要 が ある． そこ で， 組 織的に 業

務の質 を管 理 ，改 善 す る た め の 仕組 み である 質マ ネジ メ ントシ ステ ム (以下 ，Q M S)

を導入 ・推 進 す る 病 院 が 増 え て い る ．  

Q M S と は ， 質 を 保 証 す る た め の 業 務 の 仕 組 み の こ と で あ る ． 各 医 療 機 関 へ の

Q MS の導 入効 果 に つ い て は 多 く の 研 究報告 があ る．例え ば，米 国医 療の 質委 員会

は，有 害事 象の う ち 半 分 以 上 は 医 療 安全の ため のシ ス テムが 確立 され て いれば 防

げた可 能性 が 高 い と 報 告 し て い る ． このよ うに ，各 病 院で Q M S を 導入 するこ と

によっ て ，医 療 の 質 に 関 す る 目 標を 組 織的に 達成 する こ とが可 能に なる と いえる ． 

Q MS は， 業 務 の や り 方 を 定 め た文 書 類，そ れら に基 づ いて業 務を 実施 す る人 ，

設備な どの 経営 資 源 から 構 成 さ れ る ．そ の中 でも ，組織 の人員 は ，Q M S を運用す

る上で 最も 重 要 な 要 素 で あ る と さ れ ている ．そ のた め ，職員 への 継続 的 な教育 を

実施し てい く こ と が 望 ま し い ．  

病院は ，安 全 な 医 療 を 提 供 し なく て はなら ない ．安 全 は質の 一つ の要 素 である

が，医 療は 直 接 的 に 人 命 に か か わ る 業務が 多く ，や り 直しが きか ない と いう特 徴

から，特に 安全 を 重 視 す べ き で あ り ，「質・安全」とい っ た表現 を用 いて ，安全性

を強調 する こ と も 多 い ． 安 全 を 確 保 するた めに ，医 療 安全マ ネジ メン ト を実践 す

ること は， Q M S の 中 で も 重 点 的 な 活 動であ る．  

しかし ，医 療 安 全 の 重 要 性 が 強調 さ れるよ うに なっ た のは，1 9 9 9 年の横 浜市立

大学病 院で の 患 者 取 り 違 え 事 故 以 降 であり ，医療 安全 に 関する 活動 の歴 史 は浅い ．

また， 病院 に は ， 医 療 安 全 に 関 す る 活動を 管理 ・推 進 してい る医 療安 全 管理者 が

配置さ れて い る ． こ の 医 療 安 全 管 理 者に対 する 業務 指 針およ び養 成の た めの研 修

プログ ラム 作 成 指 針 を 厚 生 労 働 省 が 提示し たの は 2 0 0 7 年であ り ，十 分に 医 療安全

教育が 検討 さ れ て き た と は い え な い ．この よう に， 医 療安全 管理 者の 教 育でさ え

整備が 遅れ て お り ， そ の 他 の 医 療 従 事者に 対す る医 療 安全教 育の 体制 は さらに 整

ってい ない のが 現 状 で あ る ． 各 病 院 でも医 療安 全教 育 を実施 して いる が ，体系 的

な教育 シス テ ム を も っ て い る と こ ろ は少な い．  

したが って ， 医 療 安 全 教 育 で 教え る べき項 目を 明確 に し，体 系的 な教 育 を実施

するた めの 方法 論 を 開 発 す る こ と は 重要な 課題 であ る といえ る． これ を 確立す る

ことに よっ て ， 各 病 院 に て 体 系 的 な 医療安 全教 育を 実 施する こと がで き ，医療 安

全マネ ジメ ン ト シ ス テ ム の 導 入 ・ 推 進に大 きく 貢献 す ると考 えら れる ．  

従来研 究に お い て も ， 医 療 安 全に 関 する教 育項 目や 教 育カリ キュ ラム 立 案方法

は提案 され てい る ． し か し ， 従 来 研 究で提 案さ れて い る教育 項目 では ， それを 導

出する ため の 基 本 的 な 考 え 方 や 根 拠 等の基 盤が 存在 し ない． 教育 後に 受 講者が 何

を 実 践 で き る よ う に な る か に つ い て は ，「 医 療 安 全 が 実 践 で き る 」，「 事 故 再 発 防

止活動 を行 う こ と が で き る 」 と い っ た大ま かな 目的 は 示され てい るも の の，詳 細
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化され た目 的 は な く ， 明 示 的 に は 示 されて いな い． す なわち ，教 育項 目 を抽出 す

るため の明 確 な 基 盤 は 提 示 さ れ て い ない． その ため ， 教育項 目の 網羅 性 の確認 や

実施し た教 育 の 評 価 が 難 し く な っ て いる． さら に， 従 来の教 育項 目は ， 業務を 行

う際に どの よ う に 安 全 を 確 保 す る か といっ た項 目が 中 心とな って いる ． 医療安 全

は組織 で取 り 組 む べ き こ と で あ り ， 医療安 全を 確保 す るため の体 制を 整 える必 要

がある が， そ の た め の 教 育 項 目 は ほ とんど 取り 上げ ら れてい ない ．  

また， 従来 の 教 育 カ リ キ ュ ラ ム立 案 方法で は， 教育 後 に受講 者が 達成 す べきこ

とを明 確に した 上 で， そ れ を 達 成 す るため の教 育項 目 を選定 する こと が 求めら れ

ている ．し か し ， 達 成 す べ き こ と を いかに 明確 にす る かは立 案者 に委 ね られて い

る．し たが っ て ， そ の 設 定 に 不 備 が ある場 合， 選定 す る教育 項目 にも 抜 け漏れ が

生じる 可能 性 が あ る ．さ ら に ，教 育を 立案す る上 で対 象 者の選 定は 重要 で あるが ，

その具 体的 な方 法 に つい て は 述 べ ら れてい ない ．  

本研究 では ， 医 療 安 全 マ ネ ジ メン ト を実践 する ため の 医療安 全教 育項 目 と教育

カリキ ュラ ム 立 案 方 法を 提 案 す る こ とで， 病院 にお い て必要 な医 療安 全 教育を 実

施可能 にす る こ と を 目 的 と す る ． な お，本 研究 では ， 医療安 全マ ネジ メ ントの 役

割に応 じて 層 別 さ れ た 対 象 者 ご と に ，役割 を達 成す る ために 受講 すべ き 教育項 目

が整理 され た 状 態 を 医 療 安 全 教 育 カ リキュ ラム と定 義 する．  

医療安 全マ ネ ジ メ ン ト は ， 病 院の 全 職員が それ に関 す るそれ ぞれ の役 割 を果た

すこと によ っ て 有 効 に 機 能 す る ． 本 研究で は， 医療 安 全マネ ジメ ント を 実践で き

る人材 を育 て る た め の 教 育 を 医 療 安 全教育 と呼 び， そ こで教 える べき 教 育項目 を

整理し た一 覧 表 を 提 案 す る ． ま ず ， 医療安 全を 保証 す るため に病 院で 運 用すべ き

医療安 全マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム を 明 確にし ，そ れを 運 用する ため に必 要 な教育 項

目を導 出す る ． ま た ，教 育 項 目 一 覧 表を活 用し た医 療 安全教 育カ リキ ュ ラムの 立

案方法 も提 案 す る ． 本 研 究 で は ， 医 療安全 マネ ジメ ン トの役 割に よっ て 対象者 を

層別し ，各 対 象 者 が 役 割 を 達 成 す る ために 必要 な教 育 項目を 一覧 表か ら 選定す る

方法を 提案 す る ． そ し て ， 提 案 し た 教育項 目一 覧表 と 立案方 法を 適用 し ，病院 で

教育カ リキ ュ ラ ム を 立 案 ， 実 施 し ， 有効性 を確 認す る ．さら に， 提案 し た教育 項

目 の ひ と つ で あ る 危 険 予 知 ト レ ー ニ ン グ ( K YT )を 取 り 上 げ ， 教 育 を 行 う た め の 計

画，準 備， 実 施 ， 評 価 と い う 一 連 の 流れを 適用 した 結 果を示 す．  

教育は ，病 院 の 教 育 方 針 や 目 標に 沿 って行 われ る． 提 案する 教育 項目 一 覧表に

より， 医療 安 全 マ ネ ジ メ ン ト を 実 践 するた めに 必要 な 教育項 目の 全体 像 を把握 す

ること が可 能 と な る た め ， 一 覧 表 の 教育項 目の 中で 教 育方針 ・目 標に 見 合った 項

目，医 療安 全 マ ネ ジ メ ン ト の 役 割 を 達成す るた めに 受 講すべ き項 目が ど れであ る

かを判 断す る こ と で ， 必 要 な 教 育 項 目を容 易に 選定 で きるよ うに なる ． また， 現

状の医 療安 全 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の問題 点を 分析 し た上で ，そ れを 解 決する た

めの医 療安 全 教 育 を 実 施 す る こ と も 可能と なる ．し た がって ，医 療安 全 マネジ メ
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ントの 実践 に 有 益 な 教 育 カ リ キ ュ ラ ムが立 案さ れる こ とが期 待で きる ．  

本研究 で提 案 す る 教 育 項 目 一 覧表 と 教育カ リキ ュラ ム 立案方 法の 特徴 は ，病院

で運用 すべ き医 療 安 全 マ ネ ジ メ ン ト システ ムを 基盤 と して， 教育 項目 や 医療従 事

者が身 につ け る べ き 能 力 を 導 出 し た 点であ る． 医療 安 全マネ ジメ ント シ ステム を

基盤と して 教 育 項 目 を 導 出 す る こ と で，教 育に より 達 成すべ きこ とが 明 確にな る

ため， 評価 の 実 施 が 容 易 と な る ． ま た，医 療安 全マ ネ ジメン トシ ステ ム の構造 に

基づき 教育 項 目 を 整 理 す る こ と で ，教 育項目 一覧 表の 構 造化を 図る こと が できる ．

その結 果， 医 療 安 全 マ ネ ジ メ ン ト の 実践に 必要 な教 育 項目が 含ま れて い るかと い

う観点 で， 項目 の 網 羅 性 を 確 認 す る ことが 可能 とな る ．  

教育カ リキ ュ ラ ム 立 案 方 法 で は， 医 療安全 マネ ジメ ン トシス テム を明 確 にした

ことに よっ て ， 医 療 安 全 マ ネ ジ メ ン トの役 割に 応じ て 対象者 を層 別す る ことが 可

能とな る． 従 来 で は ， 受 講 者 の 在 職 年数で 対象 者を 層 別する こと が多 か ったが ，

在職年 数が 同 程 度 で あ っ て も 医 療 安 全マネ ジメ ント に おける 役割 が異 な る場合 も

ある． 医療 安 全 マ ネ ジ メ ン ト の 役 割 によっ て対 象者 を 層別し ，そ の役 割 を達成 す

るため の教 育 項 目 を 選 定 す る こ と で ，より 効果 的な 教 育の実 施を 可能 に する．  

本論文 の構 成 は ， 以 下 に 示 す 6 章 か らなる ．  

第 1 章で は 研 究 の 背 景 を 述 べ ，本 研 究の目 的を 示す ．  
第 2 章 では ， 医 療 安 全教 育， 質マ ネ ジメン ト教 育， 教 育カリ キュ ラム 立 案方法

に関す る従 来 研 究 を 概 観 し ， 医 療 安 全マネ ジメ ント シ ステム を基 盤と し て，教 育

項目と 教育 カ リ キ ュ ラ ム 立 案 方 法 を 導出し た本 研究 の 位置づ けを 示す ．  
第 3 章で は ，ま ず ，産 業 界 に お ける Q M S を参考 に，教育 項 目を検 討す る際 の 基

盤とな る医 療 安 全 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テムを 明確 にし ， それを 運用 する た めに医 療

従事者 が身 に つ け る べ き 能 力 を 検 討 する． その 後， 教 育項目 の全 体像 を 設計し ，

詳細な 教育 項 目 を 導 出 す る ． そ し て ，導出 した 教育 項 目を整 理し ，教 育 項目一 覧

表を提 案す る ． さ ら に ， 医 療 安 全 マ ネジメ ント の役 割 に応じ た教 育カ リ キュラ ム

の立案 方法 を提 案 す る ． 提 案 方 法 で は，医 療安 全マ ネ ジメン トの 実践 に おける 機

能図を 用い て ， 医 療 安 全 マ ネ ジ メ ン トの推 進体 制を 記 述する こと で， 医 療安全 マ

ネジメ ント の 役 割 に 応 じ て 対 象 者 を 層別す る． また ， スキル マッ プを 作 成し， 各

対象者 が身 につ け る べき 能 力 を 特 定 して ，必 要な 教育 項 目を一 覧表 より 選 定する ． 
第 4 章 では ，教 育 項 目 一 覧 表 と立 案 方法を 適用 して ， 実際に 病院 で医 療 安全教

育カリ キュ ラ ム を 立 案 ，実 施 し ，教育 項目一 覧表 と立 案 方法の 有効 性を 確 認する ．

また， 提案 し た 教 育 項 目 の ひ と つ で ある KYT を取り 上げ， 教育 を行 う ための 一

連の流 れを 適 用 し た 結 果 を 示 し ， 教 育を行 う際 に検 討 すべき 事項 を考 察 する．  
第 5 章で は ，教 育 項 目 一 覧 表 お よび 教 育立案 方法 の意 義 ，他研究 との 比較 ， KYT

の適用 結果 に関 す る 考察 を 述 べ る ．  
第 6 章で は ， 本 研 究 で 得 ら れ た成 果 のまと めと 今後 の 展望に つい て述 べ る．
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